
 

「令和２年度乗務員年間教育計画」 

策定日 令和 ２ 年 3 月 1 日 

実施月 教育計画 計画内容 

４月 事業用自動車を運転する場合の心構えについて 
・運行の安全及び旅客の安全安心を確保するとともに、他の運転者の模範となることが使命であることを自覚させる 

・初心者ドライバーの手本となろう ・春の交通安全運動について 

５月 
事業用自動車の運行の安全及び旅客の安全を

確保する為に導守すべき基本的事項について 

・道路運送法及び交通ルール等を理解させるとともに、安全な運転方法を及び安全姿勢を理解確認させる 

・社内規則について 

６月 

事業用自動車の構造上の特徴 

安全性の向上を図るための装置を備えた貸切バ

スの適切な運転方法 

・各車両の車高・視野・死角内輪差及び制動距離等の把握と確認 

・梅雨時期の安全運転 

・ＡＭＢ、ＭＤＡＳ、ＬＤＷＳ、車間距離警報装置を活用した運転方法について 

７月 乗車中の旅客の安全確保について 
・車内の確認、社内マイクの活用、シートベルト着用ＤＶＤなど、旅客の安全を確保する指導 

・急発進・急ブレーキ・急ハンドルによる交通事故の事例を説明、急な操作を可能な限り避ける説明 

８月 健康管理の重要性について ・健全な生活習慣、適切な健康管理について 

９月 運転者の運転適性に応じた安全運転について 
・安全運転適性テストの結果に基づき運転者に運転行動の特性を自覚させる 

・ドライブレコーダーの記録を利用した運転者の運転特性に応じた安全運転 ・秋の交通安全運動について 

１０月 
旅客乗降時の安全確保の為に留意すべき事項に

ついて 

・配車地および周囲の道路状況並びに交通状況に注意して安全な位置に停車させること 

・旅客が乗降する時の安全を確保することを指導 

１１月 危険の予測及び回避方法について 
・右左折時における内輪差及び直前、後方及び左側方の視界の制約などの車両の危険について理解させる 

・危険を予測し回避させるための注意を必要に応じて理解させる 

１２月 
冬季道路における安全運転 

異常気象時における対処方法 

・冬季における車両の取扱と冬季道路の走行対応を指導 

・年末年始輸送安全総点検について 

１月 
交通事故にかかわる運転者の生理的及び心理

的要因及びこれらへの対処方法 

・長時間連続運転、過労、飲酒等生理的要因並びに慣れ過信運転による集中力の欠如による事故が起因になることを理解させる 

・運転中の眠気、疲労を感じたら運転を中止し休憩又は睡眠をとるように指導、飲酒，酒気帯、覚せい剤の使用の禁止の指導 

２月 
運行する経路及び営業区域における道路、交通

状況 

・貸切バスのドライバーにあって主として運行する経路をあらかじめ把握させるよう指導 

・ワンマン運行時の安全確認、Ｍ２運行時の安全確認の指導 

３月 
緊急事態対応 

非常用信号用具、非常口、消火器の取扱い 

・各種緊急事態（地震、バスジャック）に対応を身に着ける 

・緊急救命の説明（人工呼吸及び救急車対応） 


